
２００２００７７年３月期年３月期
中間中間決算説明会決算説明会

スターバックス コーヒー ジャパン株式会社

２００６年１１月１５日



1

本日のプレゼンテーションの構成本日のプレゼンテーションの構成

ＦＹ０６中間期 事業総括

角田 良太 ファイナンス・サプライチェーン統括
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今後の事業展望について

ﾏﾘｱ・ﾒﾙｾﾃﾞｽ・ｴﾑ・ｺﾗｰﾚｽ

代表取締役最高経営責任者（CEO）

兼最高執行責任者(COO)
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ＦＹ０６ＦＹ０６ 営業戦略営業戦略

スターバックス体験の更なる向上

それぞれのお客様の好みにあった

１杯を提案～カスタマイゼーション～

サンプリングによりコミュニケーション強化

出店・改装への投資を拡大
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プレミアム価格帯商品
ユニークなマグ

バナナクリーム/バナナモカ
フラペチーノ

朝食/デザート商品

シェイクン・ティー

革新的な新商品の投入革新的な新商品の投入
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コーヒーの専門性を高めるコーヒーの専門性を高める

コーヒーセミナー開催
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カスタマイズへのフォーカスカスタマイズへのフォーカス//教育の継続教育の継続
ウェブページ
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積極的な店外サンプリング活動積極的な店外サンプリング活動
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サマープロモーションサマープロモーション//シェイクンサンプリングイベントシェイクンサンプリングイベント
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外部に向けたマーケティングコミュニケーション継続外部に向けたマーケティングコミュニケーション継続
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出店・改装への投資を拡大出店・改装への投資を拡大

新規出店数

※FY06上半期に2店舗退店

改装店舗数：１４

３９

３

３６

ＦＹ０６上半期

６３９６０２合計

９６ライセンス店舗

６３０５９６直営店舗

合計ＦＹ０５



10

宮崎県への進出宮崎県への進出(1(1号店出店号店出店))

宮崎山形屋店
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病院への出店を継続病院への出店を継続

慈恵大学病院店

香川大学病院店
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那覇空港北ウィング店

TSUTAYA 札幌琴似店

ライセンス事業拡大ライセンス事業拡大



13

成田空港店

既存店の改装を継続既存店の改装を継続

IWATAYA本店本館店
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１０１０ ＹｅａｒＹｅａｒ ＡｎｎｉｖｅｒｓａｒｙＡｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ ＣｅｌｅｂｒａｔｉｏｎＣｅｌｅｂｒａｔｉｏｎ

Partner Recognition Event

日本1号店銀座松屋通り店10周年記念活動
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既存店の売上高、客数、客単価前年比の推移既存店の売上高、客数、客単価前年比の推移

ＣＯＭＰが15ヶ月連続前年値を超過
（対前年比）
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損益計算書損益計算書 【【ＰＬＰＬ】】

----特別利益

49.0%4181,272
3.3%

854
2.6%

当期純利益

45.0%7322,361
6.2%

1,629
4.9%

税引前

当期純利益

▲80.1%▲511126
0.3%

638
2.0%

特別損失

9.7%2202,488
6.5%

2,268
6.9%

経常利益

13.0%2822,462
6.5%

2,180
6.6%

営業利益

13.9%3,02724,760
65.0%

21,733
65.9%

販売費及び

一般管理費

13.8%3,30927,223
71.5%

23,913
72.5%

売上総利益

15.4%5,07438,06832,994売上高

前年比増減前年比増減0707年年33月期月期
（中間期）（中間期）

0606年年33月期月期
（中間期）（中間期）

(単位：百万円)

! 全社売上高ベースで 15.4% 増収
! 既存店前期比 105.8%

【【売上高売上高】】

! 粗利： 1.0ポイント減
原材料価格高騰に伴うカップ等の包装
資材費増、ライセンスビジネスの伸長、
積極的なサンプリング 等

! 為替：113円（ＦＹ０５）⇒109円（ＦＹ０６）

【【売上総利益売上総利益】】

! 3期連続（中間期） 最高益更新

! 販売管理費が0.9ポイント改善。営業
利益率はほぼ横ばい。

【【経常利益経常利益】】

! 特別損失：減損損失 87百万円 等

【【特別損益特別損益】】
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販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費
(単位：百万円)

▽0.6% 

3,001
7.9%

2,796
8.5%

サポートセンター
費用

-
38,068

100%

32,994
100%

売上高

0%

136
0.4%

133
0.4%事業税・事業所税

▽0.1%

2,105
5.5%

1,862
5.6%ロイヤリティ

0.5%

4,000
10.5%

3,317
10.0%店舗その他経費

▽0.3%

1,038
2.7%

1,005
3.0%店舗減価償却費

▽0.6%

4,471
11.7%

4,072
12.3%店舗不動産賃借料

0.4%

10,006
26.3%

8,547
25.9%店舗人件費

▽0.9%

24,760
65.0%

21,733
65.9%

販売費及び

一般管理費

構成比の構成比の

増減増減
0707年年33月期月期
（中間期）（中間期）

0606年年33月期月期
（中間期）（中間期）

! 商品プロモーション活動の
積極的実施

! パートナーの教育・研修

【【店舗人件費店舗人件費】】

! 売上高増による固定賃料店舗の
賃借料、減価償却費比率低下

【【店舗不動産賃借料店舗不動産賃借料、減価償却費、減価償却費】】

! 積極的なプロモーション活動に伴う
広告宣伝費、店舗消耗品費等の
増加

【【店舗その他経費店舗その他経費】】

! 効率化、一部下期に計上予定

【【サポートセンター費用サポートセンター費用】】
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貸借対照表貸借対照表 【【ＢＳＢＳ】】 ((資産の部資産の部))

2,45137,06734,615
総 資 産

3181,5201,201その他

2,63925,70123,061
固 定 資 産

1,02313,29812,274差入保証金

534831297無形固定資産

76310,0519,288有形固定資産

7383,3072,569その他

3391,5041,164棚卸資産

4402,4081,968売掛金

▲1,7074,1445,851現預金

▲18811,36511,553
流 動 資 産

増減額増減額0707年年33月期月期
（中間期）（中間期）

0606年年33月期月期
（中間期）（中間期）

! 調達先変更によるカップの在庫増加

! 売上規模の拡大に伴う商品在庫量
増加

【【棚卸資産棚卸資産】】

【【流動資産その他流動資産その他】】

! 仕入先への前渡金

【【固定資産固定資産】】

! 投資内容（FY０６上半期）：
－ 新店 1,082百万円
－ 改装等 284百万円
－ 保証金 566百万円

(単位：百万円)
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貸借対照表貸借対照表 【【ＢＳＢＳ】】 ((負債・資本の部負債・資本の部))

-276-評価・換算差額等

2,45137,06734,615負債・資本合計

2,26923,41221,142純資産合計 *

1,9813,8841,902利益剰余金

510,91310,907資本剰余金

▲1,0213,3904,411長期借入金

58,3388,332資本金

18113,65413,472負 債 合 計

▲2167169その他

▲1,0233,5574,580固 定 負 債

1,5657,9356,369その他

▲6007011,301
一年内返済予定
長期借入金

2391,4601,221買掛金

1,20510,0968,891流 動 負 債

増減額増減額0707年年33月期月期
（中間期）（中間期）

0606年年33月期月期
（中間期）（中間期）

(単位：百万円)

! 約定弁済による返済

【【長期借入金長期借入金】】

＊：06年3月期（中間期）の数値は旧「資本の部」合計
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キャッシュフローキャッシュフロー 【【ＣＦＣＦ】】 (単位：百万円)

▲67▲207▲140その他財務ＣＦ

▲300▲650▲350長期借入金の返済

▲367▲857▲490財 務 活 動 Ｃ Ｆ

▲1,273▲2,407▲1,133投 資 活 動 Ｃ Ｆ

▲35694451その他投資ＣＦ

▲164▲741▲577保証金の差入

▲752▲1,760▲1,007有形固定資産の取得

▲1,546▲3651,181その他営業ＣＦ

▲164▲1,167▲1,003法人税

1201,1661,046減価償却費

7322,3611,629税引前純利益

▲8571,9952,853営 業 活 動 Ｃ Ｆ

増減額増減額
0707年年33月期月期
（中間期）（中間期）

0606年年33月期月期
（中間期）（中間期）

! 有形固定資産、保証金：
出店拡大に伴う増額
（上半期出店数前年比約60％増）

【【投資活動投資活動ＣＦＣＦ】】

! 長期借入金返済

! 配当金支払

【【財務活動ＣＦ財務活動ＣＦ】】
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２００７２００７年年３３月期業績見通し月期業績見通し

増減額期初予想修正予想修正予想

+200

+150

+600

2,000

4,150

76,000

2,200

4,300

76,600

2007年
3月期

見通し

1,776

3,766

67,937

2006年
3月期

実績

23.8当 期 純 利 益当 期 純 利 益

14.2経 常 利 益経 常 利 益

12.8売 上 高売 上 高

前年比

(%)

(単位：百万円)
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２００６年下半期と今後の取り組み２００６年下半期と今後の取り組み

1. 利益を伴った成長戦略

2. ビジネス基盤の構築

3. ブランドの更なる強化
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利益を伴った成長戦略利益を伴った成長戦略

! 既存店

" 現在１５カ月連続でCOMPがプラス成長

" 今後も新商品開発や

店舗環境・サｰビスの向上を通じた

客数・客単価双方向からの成長を目指す。

! 新店

" 中期的な目標: １０００店舗

" 様々な店舗フォーマットを通じて地域のカスタマー・ニーズを的確に捉えた

スターバックスエクスペリエンスを提供していく。

! コスト管理

" コスト・粗利・商品在庫等の管理の質を向上させ、利益の最大化を目指す。

! 新しいビジネス

" ＲＴＤやライセンスなど、新しいビジネスや業態の拡大・成長を目指す。
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ビジネス基盤の構築ビジネス基盤の構築

! ｢人｣に対して積極的な投資を行い、組織及び個人の能力を高めていく。

" 人材開発プログラム

" 福利厚生プログラムの充実

" 優秀な人材の積極的な採用

! インフラの整備及び改善

" ビジネスプロセスの見直し

" 物流及びシステムの継続的な改善

" 内部統制
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ブランドのブランドの更なる強化更なる強化

! 以下の分野に焦点を当て、スペシャルティーコーヒー市場のリーダーシップ

を取るべくポジションを強化していく。｢人｣に対して積極的な投資を行い、

組織及び個人の能力を高めていく。

" コーヒーの専門性を高める

" 継続的なイノベーション

" CSR活動及び地域との関係緊密化

" ロイヤルカスタマーの囲い込み

" サードプレイス体験を強化

" 店舗に常に新鮮な驚きと楽しみを
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